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Studies　 on 　 Nucleic　Acid　 Related　Substances　 in　 Foodstuffs

（ID 　 Distribution　of　st・Nucleotides　in　Edible　Mushrooms

　　　　Wataru 　Hashida，　Takenori　 Mouri
，
　 Iwao　Shiga

（Toyo 　junior　College　 of 　 Food　Technology ，　 Kawanishi 　City，　Hyogo ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 Shiro　 Teramota

（Dept ，　 Fernlellt．　 Techn．，　 Facult．　 Engin、，　 Osaka 　 Univ，）

　　　 Fractions　 Qf　 5〆−nucle （）tides　 in　boiled　 extracts 　 of　 10　 kinds　 of 　 mushrooms ，　 i．　 e．，

Psalliota　bisPorus，乙翩 幽 5　 edodes （Shii−take），7レガcんoZo 槻
・ntatstttake （Matsutake）etc ．

were 　separated 　and 　a 【1alysed 　by　【neans 　 of　ion　exchange 　chromatography 　 Qn 　a　 Dowex

lX8 　 column （fomlate　form）．
．
Four　fractions　 of 　 raw 　 Lentinus　 edodes 　 were 　identi丘ed 　as

5ノーcytidylic 　acid （5ノ，CMP ），5ノーadenylic 　acid 〔5
！−AMP ），5ノーuridylic 　acld （5へ UMP ） and

5’−guanylic 　acid （5〆−GMP ），
　and 　two 　of　 P ．　 bvlsPcrrus　as　 5ノ．AMP 　and 　 5’．UMP ．5！．GMP

，

which 　is　called
‘‘
a　tasty　cornponent 　 of 　drled　Shii−take ”

was 　 also 　found　in　boiied　 extracts

of 　Lyopdyllunt α gg 厂eg ‘ztu71t 〔amounted 　to　O．15％ on 　dry　basis），　L α ctarius 　hatsudα ke，

and 　コr．　mat5utake ，
　 etc ．

　　　The　level　of　5’−nucleotides 　 of 　drled　L ．　ededes 　 extracted 　with 　boiiing　water 　was 　higher

than 　that　 of　 5へnucleotides 　 extracted 　with 　cold 　perchbric 　 acid 　or　sulfuric 　 acid ．　The

amount 　of　individual　5！−nucleotide 　of 　 dried ム．　 edodes 　 was 　 about 　 two 　 times　 as 　 much 　as

that　 of 　5！，nucleotide 　of　the　raw 　 sample ，　on 　a　dry　 basis．　The　amouDt 　 of 　5！・nucleQtides 　in

some 　 mush τooms 　 was 　 fairly　more 　than　found　 in　vegetables ．　 The 　 anlount 　of　 free

5’−rlucleotide 　 in　皿 ushroorns 　 was 　 no 　 more 　 than　a1〕out 　 one 　 tenth 　of 　 the 　 a 皿 ount 　 of

ribonucleic 　acid 　in　them ．

脚註 1 本報 に お い て は 次の 略号を使用す る．

5’−AMP ： adenosine ．5’．mono 　phosphate （5
’−adenylic 　 acid ）

5’−CMP 　： cytidine −5’−mQno 　phesphate （5’・cytidylic 　 acid ）

5ノーUMP ： uridine ．5！．mono 　 phasphate 〔5
ノーuridylic 　 acid ）

5〆 ・IMP ： inosine．5！−mono 　phosphate （5
’−inosinic　 acid ）

5’−GMP 　： guanosine−5
’．mono 　phosphate （5

！．guanylic 　acid ）

RNA ： ribonucleic　 acid

DNA ； desoxyribonucleic　 ucid
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緒 言

　きの こ 類は生食 され あ るい は 乾 しい た け の よ うに 調味 食 品 と して 家庭 自勺に 利用 さ れ るが・一
万 食品 工 業て は遁 称

マ
・ シ ー・ ル

ー一
ム ・な め こ の よ う ｝こ重要な 罐 詰 原 料 に な る も の もある ，既 に き の こ 類の 核酸成分 に 関連 して 国 中・・）

Bergkvisし（
：） 脇 倒 〔3）らの 報 告が あ る が，最近中島 ・蜘 llら（4）は 乾 しい ：栖 ブ

’
に 5’・GMP を 見い 出 しこ れが 1

「
乾 し

い 1：け の 昧．と呼ば れ て い るの
’
1
’・，きの こ 類の 核酸成分 は呈昧成分 と して 食品工 業の 観点か らも興味 深 い と考 え

られ る，

　私 達 は前報 （5）蔬菜類に つ づ い て・マ
ッ シ ュル ーム ・えの きた け ・まつ た けな ど約10種 の きの こ 類を 対称 に して

5’・ヌ ク レ オ チ ド類 の 分布を し らべ る と共 に、抽出法 に よ る 「）
’・x ク レ オチ ド量の 衵違，きの こ の 生 の 場合と 梍 した

場合の 比 較 　きの こ の 核酸 組 成 に 対 す る遊離の 5ノーx ク レ オ チ ド顛の 割 合 な ど につ い て 検討 した結果を報告す ろ．

実　験　の 　部

　 L 実験方法

　〔1） 供試標準物質

　定性・定量 の た め の 標 準物質と して 5’・CMP ，5’−AMP
，
5’−UMP ・5

’−IMI），5，・GMP は い ず れ もナ ト リゥ ム 塩
を 畑 薬 品 工 業株式会 齶 究所 よ りeev，k一され た．また ス ク

／
” Yrシ 噸 該 酸塩基 類 は市販 縦 用 い た ，

　  　試料お よ び
’
そ の 調 製法

　供試 きの こ 類 は 次 の ご と き もの で ある．学名 は 文 献
 

に よ っ た ．
通 称 マ ル ー・レ ーム （PsctUieta　bisporus）は当短大製 品．しい た け （／・・ntinzts ’　 edodes ），え の きた け 〔f・ttt．lu．

“己z‘伽 α 脚 磁 顧 ）．まっ た け （
’
1
’
）
・icholonia　・tアtαisutctire）， しよ うろ α轍 舶 卿 g 例 rubescens ）， は 市販品，や な

ぎ まつ た け （tlgroc “
，bc　c

’
Lv／ind・

’
acea ）・はつ 耐 （L… arius 　 hatsu・1・k・），しめ じ （Lyoph）’ttu〃 t　ttg

’
srrc．s，。luvt ），ひ

らた け （Pleurottcs　osl
’
1
“eattts ） は 採集品 で あ る．

　カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ r の 試料を調製す るた め に きの こ は 次の 3 種 の 方法 で 抽 出 され た．

　煮出 し法 ：中島 らco
の 記 載 に 準 じ細断 した きの こ を 100℃ ， 3分間煮沸 し，煮 出 し液 と した．

鶻 素齢 出法〔2） ：氷 冷下 で 1°％ 鞴 轍 次 に 5 ％ 髄 懇 と共 に 紐 ジti ズ し諒 沈 して 抽蹶 齢 登1・
し，5N ・KOH で 中和 し，沈澱を遠沈で 除い て 試料と した．

　硫酸拍出法 ：氷冷下 0．IN ・H2SO ， と共 に ホ モ ジ ナ イ ズ を 3 回繰返 し遠沈 して 抽出液を 合併 し苛性 ソ
ー

ダで 中
和 した．

　  　分析方法

　個 々 の 5’一
ヌ ク レ オ チ ド量 は Dowex 　1 × S を用 う るカ ラ ム ク u マ トグ ラ フ ィに よ っ た．方法は前報（5）に 準ず る，

な お マ ／
’t シ ；ル ーム の 画 分 の 同 定 の ため に 径2em ．長さ30cm の カ ラム を用 い た．カ ラ ム か らの 溶 出位置が 260m μ

の 吸収 の peak と ts る フ ラ ク シ ョ ン を集め て 濃縮 し同 定 した．

　な お Schtnidt−Thannhauser？kC，〕
に よ っ て きの こ の RNA ，　DNA ，酸可溶性区分を定量 した．分析 に は，　E．

Volkin　ttnd 　W ．　E．　Cohn （8） 三 浦
・
出 中（9），　Kuroi 、va 　und 　I　luri♂ o ＞

の 記載を参照 した，

　 ［．実験糸占果

　（1】 マ
プ シ ュル ーム 、生 しい た け各画分の 同 定

　
マ ッ シ ュ ル

ー
ム お よ び しい た けの 煮 出 し液の 紫外部吸 収 曲 線 は Fig．1 の ご とくで あ っ て 、生 の もの も乾 し た

もの も260m μ 附近 に 明瞭 な peak が 認め られ，こ れ か ら核酸成分 の 存在が 推定 され る．
生 マ

・ シ ・ル 冖ム 細断物 20Dg を 水 500ml と共 跏 熱，・00°C で 3 分 間 保 。巖 に 冷却 し綯 こて 腿 し、冷時
遠心分離 し，上 澄 液 を 集 め 450m1 （UV …

− 8100，　UV2G ・ とは 260m μ の 吸収量 と 液量 ml 数 と の 積）を大型 カ ラ

ム （2× 30cm ＞を通 過 させ た．そ の ク ロ マ トグ ラ ム は Fig2 　の ご と くで 大きい 画分 が 5 個 （A ，　 B ，　D ，　 E ，
G ），お よ び 小 さい 画 分 が 3 個得られ た．画分 D お よ び E の 紫外部吸収曲線は 260m μ 附 近 に 最 大 吸収を 示 し，核
酸成分 で あ る と考 え られ る．ペ ーパ ーク ロ マ トグ ラ フ ィ の 粘果．画分 D お よ び E は溶媒 〔2 ，3，4 〕　（前報（s）参
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照），　
．．・・す

」．
江 に ．訌．．、

一
ご も夫 ヤ5   AMP ．5ノ・UMP に

一一
勲す ろ

こ と，お よ び 5ヘ ズ ・ レ
．．
「 干 ．・．

1− ．．ビを 1乍濁 趣 ± る．と分解 され

て お の お の ア
」
「
｝．
ノ シ ン 、・ラ リジ ン を生成 する こ ．二 か ら画分

D ．E は お の お の 5’・AMP ．5ノ・UMP で あ る と確 認 され た．

画分A は活性炭吸着 に よ る回 収 率 が低 く核酸成 分 は少 な い

と考え られ る．画 分 B は 混 合物 で あ りそ の 中 に ウ リジ ン が

存在す る こ とが 溶 媒 〔2 、3 ．4 〕 に よ っ て 認 め られ た ，画

分C ，は5ノーCMP に 相当丁 る位置にあ るが 微量 で 〆．《一パ ーク

ロ マ トグ ラ 7 イ で は確 認 で きな か っ た．画 分 G は uridine −

diphosphate−一糖複合物 に 相 当 す る が こ の 同 定 に つ い て は

後報 に 譲 る．こ の よ うに 生 マ ッシ ．、、ル
ーム で は 5！−AMP と

5「−UMP が 主要な ス ク レ オチ ドで 5J−GMP ，5’一工MP に 相当

す る画分は ほ と ん ど認 め られ な か っ た．な お 生 マ ッ シ ュ ル

ー
ル ム の 過臘素 酸抽出液を 基 本 に して，個 々の 5’．ス ク レ

オ チ ドの 回 収率を 求 め た，生 マ
．
ソ シ ．．ル ーム 細断物20g に

夫々 5t−CMP ，5ノ・AMP ． 5’・UMP ，5t・IMP ．5’・GMP 標

準晶溶液 〔夫 々 2mg 相当量）計25m1 を添加し過塩素酸抽

出を 行 っ た，な お対 照 と して 生 マ v’シ ．・．L ル
ーム 細断 物20　g

に 蒸溜水 25　mi を 添加 し同様 に 適壇素酸で 抽 出 し て 対 照

、

蕾
器
で

【
8
言
O

　 　
　 　

　　　　　Wove　 leng†h　t　MfL ）

　　＿ Shii−take 　．．．．…Mushroom
Fig．1．　Ultraviolet　absorption 　spectra

　　　　〔）f　bo且ed 　extracts　of 　Shii・take

　　　　（Lentint‘∫ edodes ）　and 　皿 ush 【

　　　　 rOQm （Psat／iota　bisportts）．

0
Φ
囚

凵

Tube 　 No．

Fig．2．　 Chr・ mat ・gram ・f　bOiled　 extraut りf　raw 　muslwcom

　　　　Alarge 　 EうcaLe 　column ．

（P．f）isPol−us ）．

と した．両者を全 く同様 に して カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ を 行い ，そ の ク ロ マ トグ ラム を 比較 した，そ の 結 果 は

Fig．3 の ご と くで あ る．5t一ス ク レ オ チ ドの 部分を 重 ね る と添 加 した 標 準5ノ・ヌ ク レ オ チ ドは お の お の 260m μ の 吸

収 増 加 （黒 色 部分 ）と な っ て 示 さ れ て い る．こ の 場合抽出お よ び ク ロ マ トグ ラ フ ィ を 通 じ て の お の お の の 回収 率

は 5ノ，CMP 　101．8％ ，St・AMP 　99．　O％．5
’・GMP 　97．　6％．5’−IMP 　lO3．2％ ，5

’・GMP 　96．1％ で あ っ て 満足 な もの と考え

られ る．画分 D 、E に 椙当 す る peak は 完 全 に 5’−AMP ，「
」
’−JMP に

一致 し．こ れ か ら も生 マ ッ シ ＝．ル
ーム に お

け る 5’−AMP ，5ノーUMP の 存 在 が 認 め られ た．ま た，微 量 な が ら 5’・CMP に 相 当す る画 分 の 存在 も認 め られ た．

　生 しい た け30g か ら310m1 の 煮出 し液 （UV ：・。＝12．O／ml ）を 得 た，　 UV ・5・が 480に 相当す る煮出 し液 （40ml

）を カ ラ ム に 添 加 し常法通 り溶出 した．全 く同様 に した 3 本分 の カ ラ ム に つ い て そ の 溶出位置の
一

致す る溶 出 区

N 工工
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1．5

　

の
8
偶

山

O．5

　0
　　　　　　 50　　　　　　100 　　　　　　150　　　　　　200

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tube 　 No，

　　　凸 　　PGけem 　of　rdW 　lnushroom

　　　 凸 　　Pα重†ern　of 　ou 亡hen†ic　5
」−nucleo †［de＄

Fig．3．　 Chroma しograln 　Ql 　 perch1 。hc　 E・cld −ex ’Lracted　 s 。1ution

　　　 c）fraw 　mushroom 　（P．ゐ砂 of14 の　A 　 pattern 　of

　　　 authentic 　5〆−nucleotides 　 is　 put 　 upon 　that りf　 raw

　 　 　 rnushrOOIn ．

Q

出
剛

｛．o

O．5

0
　　　　　　 50 　　　　　10Q 　　　　　l50　　　　　200
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tube 　 No，

Fi．9．4．　 ChrDmatogram　of　boiled　ex しract 　of　raw 　Shii・Iake

　　　　（Lentinus　 edodes ）．

分 を 合
・
併 し た．そ の ク ロ マ トグ ラ ム は Fig．4の ご と くで ある．こ れか ら A 、B，　C 、．　C ，、　D ，　E 、　F ，　G の 8 個 の 画分を

分 離 した、こ れ らを お の お の pH 　2．0 に 調 整 し活性炭 処 理 して 濃縮す る，画分 A は あま り回収 され な い が B か ら

F 迄 は 略々 完全 に 回収 され る．ペ ーパ ーク ロ マ トグ ラ フ ィ の 結 果，溶媒 〔2 ，3 ，4 〕 の い ず れ に よ っ て も画 分 Ci，
D ，E ，F は 夫々 5’−CMP ，5t−AMP ，5’−UMP ．5’・GMP に

一
致す る こ と が ：

．
忍め られ た ，画分 B は 塩 基 お よ び ヌ ク レ

オ シ ドの 混合物と考え られ るが 溶媒 〔2，4 〕 に よ っ て ウ Ij ジ ン の 存在が 確認 され，他 に ウ ラ シ ル ， シ チ ジ ン の

存在が 推定され た．画分 G は流出順序 か らは ウ リジ ン 誘導体と考え られ る が 同定は しな か 一iX ，画分 C2 も既知

の もの と 同 定で き なか った．
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　：2｝ 抽出法 に よ る 5’一ヌ 々 レ オ チ ド量 の 相 違

　乾 しい た け を対 奥 と し、鱒 0℃ で 水で 黄 出す 方法 と．O ℃ で 通 塩 素 酸 また は 稀硫酸 と ホ モ ジ ナ イ ズ しな が 濡抽

「」．iす る 方法を 比 較 した．結果は Table　1　の ごと くで あ る．

Table　l．　 Comparison 　of　extraetio 匸L　methorls ： Amoullts 〔”f　ind団 duaX　5！．nueLeot ．i（］e

　　　　 ｛nextracts ・
．
rE　dごie⊂1 ム．　 eご1・ ‘／fis　 by　 ser ・erahnethods ．　 C 〔，ncentra ［ion ［11

　　　　 μ皿 01e 　per　g　dry　weight ，

Ei　tractioii 5’、CMP 5’．AMP

Boiling　 water

5％−1’erchleric 　acifl

O，1N −H ，SO ，

1．58tr

，acetrace

2．28G

．66LOO

5ノ・τ．JMP 5ノ．IMP 5ノーG ｝πP

3．620

，640

．99

000 3．960

．671

．79

　過臨素酸また は稀硫酸で 冷時抽出す る方法 に較 べ て ．煮出 し法の 方が 5’・GMP ，5’・UMP ．5’・AMP が 夫 々 2 〜

3 倍
・
含量 が高 か っ た ．食 品 を 対象 に す る観 点 か ら本報 で は 煮 出 し法 を 主 と して 採 用 し た．

　〔3） 生 の きの こ と乾 した きの こ との 相違

　きの こ を食吊 と して 利用す る に 当 っ て は．た と えば しい た けの よ うに 生 の 場合と乾燥す る場合 が ある の で，そ

れ らの 5’・ヌ ク レ オ チ ド組成を比 較 した ．市販の 生 しい た け，乾 しい た け お よ び 生 しい た け を当研究室 で 乾燥 さ

せ た もの に つ い て 分析 した 結果の 平均値を示す と Tal）！e　2 の こ
．
とくで ある．

Table　2．　5’．Nucleotide　 cQnter ユt　 of　b（，i！ed 　 exLracts （
．
，f　Shii−tal｛e 　〔Len彦inlts　ticlodes ）．

RawShii

．take

（4samples ）

DriedShil
，てal（e

（2samples ）

distribution　 of （JV2c，o＊ 5．3〜
／1，0

μ m 。1e／91naterial

μmole ／9 　dry　 wt ．（mean ）

distributiOn　 of 　IJV2eo＊

μm 〔〕le／g　 material

pm 。正e／g　dry　 wt ．（mean ）

］．4、o〜
16．3

〜イ
強

2

ウ
」

農）
〜5070　

1
〜70212

0

0．28〜　　0．62〜
0．45　　　　0．87

0．91　　　　1，58

1．5〜　　　4、3〜
2．3　 　 7，8

1，4〜　　　2，0〜
1，6　 　 3，4

1．72　　　3．08

O．41 〜
0．781

．16

5．1〜
1〔）．9

0

0

0．51〜
1．251

．93

§：2〜

’

　　o　　　　圭8：蕁〜

2．8〜
3．23

．43

o 3．4〜
3．6

04 ．04

＊
％ of　absorbancy 　at　260m μ of　each 　fractiQn　tQ　a 　total　absorbancy 　of　the　sample 　which 　was 　app ！ied　c〕n　column

＊＊

　mixture 　of　uridine ，　 cyticline ，　uracil 　alld 　guanQsine　etc．

　そ の 結果乾物量 g 当りで 比較 して， 4 種の 5’一ヌ ク レ オ チ ドい ず れ も乾 しい た け の 場合が 生 の 約 2 倍量 に な っ

て い る と認 め られ た．さ らに 画分 B は ス ク レ オ シ ドお よ び 核酸塩 基 の 混 合物で あ る が そ の 260m μ 吸収 に つ い て，

全試料 に 対す る画分 B の 割 合 を 比 較 す る と乾 した場合が 生 の 場合 よ りも多か った．ずな わ ち低 分 子 成 分 が 多い こ

とを示 して い る，

　 （4｝ き の こ の RNA 含量と 5’一ヌ ク レ オ チ ド組成 と の 比
．
較

N 工工
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　　生 マ …シ ・ル ーム を．一一泡量 と 1り冷時水 と共 に ホ モ ジ ＋ イ ンぐし，均
一

懸濁 液 を 試 料 と して 全燐 量，酸 吼蓉性 燐 画

分， RNA 燐 画分 ，　 DNA ・燐 画 分を 分離定塁 した ．

Table 　3．　 C 〔mtenL り1： phDs1）horus　ln　fractions　 l，f　raw 　 mushrooms （P ．　hゆ θ7
−
，‘の，

lT・・alI

　phosph （，rus

Acid一詞 ub ［e 　 　RNA
fraetiOn　　　　　　　　　　　　fraction

DNA
±raCtiOll

μm ・le／9　tiry　 wt ．

％ ・feach　 fraction　tO　rhe
tOta ［phosphorus

，，41　　　 1

（100）

225

60．2　 i
　 　 　 　I

5／

13．6

9

2．3

　Table　 3で RNA ・燐 は RNA 区分を IN・KOH と37℃ ，
20時間保温 して 分解溶出 さ れた ヌ ク レ オ チ ドの 燐 酸

を定景 した もの で ある の で ，乾物量 g 当り 5／μ mde の ヌ ク レ オ チ ドよ り構成 され て い る と考え られる．そ れ に

対 して き の こ 中 か ら煮 出 し法 で 遊離，溶 出 す る 5 ’一ス ク レ オ チ ド （Tab1e　4 参 照 ） は 5’・AMP が 3．4 μ mole ．

5’．UMP 　2．　O μ mole で 5ノーGMP 、5’−CMP は 痕跡量 で あ る か ら
．
前 2 者を 合 して も約 MO 量 に過 ぎ な い こ ．］：が 認

め られ る．また，駿可溶性燐 に 対す る 割合で は 1〆40で あ一
、 た．

　   　数 種 の き の こ の 5r−．ス ク レ オ デ ド含量

　数種 の きの こ の 煮出 し液に つ い て その 5’．ス ク レ オ チ ド組成を カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ で しらべ た．は つ た け

お よ び ま つ た け の ク ロ マ トグ ラ ム は お の おの Fig，5 お よ び Fig．6 に 示す ご と くで あ る．い ず れ の ク ロ マ ト・ダ
．
ラ

ム に お い て ・i）．5’−AMP 、　S’−UMP ，5
’・GMP の 画分 が 見 出 さ れ，比較的少量で あ る が 5t−CMP も見出 され た．ま

k ．5’一モ ノ ヌ クレ オ チ ド類 の 前に核酸塩基 ・ヌ ク レ オ シ ドの 混合区．分が、 5！−GMP の 次 に 可成 りの 量 の 　PGIy

Table 　4．　 C 〔mtent 　 of　5厂．nucleotide 　 extracted 　with 　 boiling　 water 　from　 raw

　　　　　Inushr 〔x 〕rn 　〔∬
）t〜》iSPo7・’tlS）．

Fracti 
　 B4二＊

旨
5’−CMP

i

51−AMP15 ’−UMP
I

ト
・ 5ノ．IMP
ヨ

i
　 5’−GMP

distribution　 of　IJV25諦

μ m 。1e／g 　material

μmole ／g 　dry　 wt ．

／8．3
　　　［
G．9　　　　4．3　　　　　　2．l

trace　　　　 O．325　　　　 0．196

trace　　　　3．35　　　　　2．02
　　　　　　　　1

ODO 1．2tracetrace

＊

　％ ・fubs・rbancy 　 at　260　 m μ 。f　 each 　 fractk）n　t・ “ total　abs ・ rbancy ・f　the 　 sample 　 which 　 was

　　 apphed 　 on 　 CQIumn

＊＊
mixtUre 。 F　 Utidine ，　 Cytidine 、　 Uracil 　 nnfl 　guan 〔mSine 　 etC ．

ph （ msphate 区 分 が 認 め られ た ．こ れ らの きの こ て は 2’一，3’一は ヌ ク レ オ チ ドに 欄当す ろ画分 は 見 出 さ れ な か っ た ．

　 こ れ らの ク ロ マ i・グ ラ ム か ら 5ノーヌ ク レ オ チ ド含 量 を 計 算す る と Table5 の ご と くで あ る．乾 しい た 1ナの 旨味

と呼 ば れ る 5’・GMP は しめ じ，は つ た け，まつ た け に も 可成 り含 有 さ れ て 居 り，量的 に は 生 しい た け に 匹 敵 し

て い た ．しめ じ の 場 合，乾物量 中略 々 O．15％ に 達 した ，な お　5t−AMP ，5’−UMP の 含 量 が 高 く，こ れ らが 主 要

な5’一ヌ ク レ オ チ ドで あ っ た ，5’・CMP は 若 F冕出 され た が 5’−IMP は い ず れ も見 出 され な か ’
， た．

　 皿 ．考 　 　察

　きの こ よ り核酸成分を抽 出 ず る方法と して．　Bergkvist（！） は 冷時過塩素酸抽出法 を 用い ．中島 らは食品化学的見

N 工工
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st.CMP 5,.AMP

e.281,101.
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1
．．「1よ h 煮 旧 し法 に ．．歎 っ て い 八 、私 達 は乾 しい た け を対桑 rヒして こ の 商法 を 比較 1ノた が，

．
汁巳L．法 ；・二よ

．
〜方が 5し

ヌ ク ン ・iチ ド．量 が 多力・
っ た 一

 
：お 調 運 や 囑 劼 冂」瀬 関聯 して ・  シ ・L ・・

一一　一・・鵡 扣熱処理 申 に 5
’．．．す ン オ チ ド量：

が 増 加丁 る こ を見出し検討中で あ る．本報 で は食品とい う観点よ り主 と しで糊ilし法 に よ
っ

た．

　き の こ 類 で は 5！−GMP ，5ノーAMP ．5’・CMP ．5！・UMP の 4 種の 5「一ス ク レ オ チ ドが 普遍 的 に 見出 さ れ た が． 5t・

［MP お よ び 2ノ，3ノ，．ヌ ク レ 厂iチ ドは ほ とん ど見 1∫丶 閏 され な か ・
っ た．ま た，マ ッ シ ー＝ル ーム に は 5t−CMP 　と　5厂・

GMP は ほ と ん ど認 め られ な か っ た．蔬菜類 の 場合
（5＞ 5ノーAMP ，5

’・UMP が 主要 ス クレ オ チ ドで あ っ た こ と と比

較 して ，き の こ 類で は ス ク ソ オ チ ド・パ ターン に 卞1蕘当の 相違が 認 め られた．まk，生原料 g 当りで 比較す る と，

5！−AMP ．
量 は生 しい た け て 0，62〜O，87μ mole ，蔬菜類で は 大略 O．05μ mole で あ っ た ，きの こ

一
：：は 蔬菜 類の 約 10

倍量 の 5ヘ ス ク レ オ チ ドが 煮出 し抽出さ れ る もの と考え られ る．

　きの こ 中の 遊離 の 5’．ヌ ク レ す チ ド類 の 成 因 と して ，中島 らc4） は 乾 しい た けの 場合高分 子 核酸成分が 分解 し

た ちの で あ ろ う と樵論 して い る．私達 は マ ッ シ 、・T．ル ーム を対象として 酸可溶性1鵜 i分 　 RNA 燐画分．遊離 5’．

ヌ ク レ オ チ ド類 の 量 的 関 1系を 吟味 した が， 暮：出 し法 によ る ス ク レ オ チ ド量 は RNA の 約 ］．〆10、酸可溶性画分 （

．生化学的に は鈴木
（n ｝、き の こ で の 含量 に つ い て は Bergkvlg，　t（2） 参 照 ） の 約1〆40 に 過 ぎな か った ．　 RNA が

一・
部

分分解 した と して も，遊離 5ド・
ヌ ク ン オチ ド景 に 充 分対応す ろわ け で ．量的 な面か らも，高分予核酸成分の 分解

の 可 能 性 が 考 え られ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 　　　　 約

　マ ．．・シ ュル ーム （Rhis．X）oi ’itS），しい た け　（Lenti’nus 　F
・
tlocles ），まっ た け　（7》廊 ゐo〜o η観

・
inatsittali

’
e）　な ど約

10種 の 食 用 きの こ 類を 紂象に して 食品化学的見地 か ら 5厂・ス ク レ オ チ ド類の 分布を し らべ た，5’一ヌ ク レ
．1’テ ドの

定 釁 は Dowex ／× 8 を 用 う る カ ラ ム ク ロ マ トグラ フ ィ に よ 4 た ．

　 マ
ソ シ ー・ル ーム お よ び生 しい た け 煮出 し液 の 夫 々 の 画分の 同定 を 行 い，　 5’−AMP ，5ノーUMP およ び しい た け

で は こ れ らに 加え て 5ノーCMP ，5！・GMp の 存在を 確認 した．一
般に きの こ 類で は こ れ ら 4 種の 5’．ヌ ク レ オ チ ド

が 普遍 ll勺に 認 め られ た が， 5ノーIMP お よ び 2i，3’一
ス ク レ オ チ ドは ほ とんど見 い 出されなか っ た．

　乾 しい た け で 抽躡法 を 比 較 した と こ ろ 王00℃ で 煮出す 方 法 が 冷時 過 塩素 酸また は 硫 酸 で 抽 出 す る 方法 よ り も 2

〜3 倍量 が高 か っ た．また，しい た けの 乾 した もの と生 の もの を一定 乾物量 当 りで 比較す る と乾 した場合は 生 の

場合の 約 2 倍量 で あ っ た．き の こ の 遊 離 5’・ヌ ク レ オ チ ド類 は蔬菜 類 と較べ ると相当に 多い が． ・それ．で もきの こ

の RNA の 約1／10量 に過 ぎな い こ とが 認 め られ た，

　
Cttz

しい た け の 瞭
”
と L，、 わ れ る 5’−GMP は しめ じ （ゐ）

・9ρ妙11客〃刀 aggl ’
eg
’
atz 〃

’
Jt），　まつ た け，は つ た け （Lil（

・
ta−

1
”illS　hatsudal？e ） 唄 こも見 い 出 され ，食 用 き の こ に 共 通 の 旨味成分 と考え られ る．しめ じの 場合 は 乾物量当りO．

15％ に 達 した．

　終 りに 騨 み ，懇 切 な 御 助 言 を 賜 n た 京都 大学浜 田穐博士，藜 品 を
’
，g．　・・贈 され る な ど御援助を賜 っ ナニ武 田 薬品コび苣株式 会社 の

方 々 ，お よ び 究 験 に 協力 され た 牽洋 食 晶 研究所肯 山延 予 嬢 に 深謝致 し ま す．

　末報 は 昭 和37年度 日 本 嬢 酉孝工 学 会 大 会 で 発 震 した ．
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